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いよいよ来週から２週間、生徒会企画「Best Time～貯めて 貯めて 貯めまくれ！～」

が始まります。この２週間は各委員会が計画した様々なチェックで獲得したポイント

を、生徒会執行部がまとめ、全学級が４３０ポイント以上の獲得を目指す取組です。

予定されているチェック項目は、図書委員会「８：２３までに朝読書開始」、生活安

全委員会「服装チェック」、学習委員会「授業評価チェック」、給食委員会「給食準

備時間」、広報委員会「お昼の放送までに『いただきます』」、美化委員会「美化開始

時間までに美化開始」、環境福祉委員会「ロッカーの整理整頓」、保健体育委員会「消

毒チェック」の８項目です。クラスで協力して声を掛け合い、全クラスが４３０ポイ

ント以上を獲得できるよう頑張ってもらいたいと思います。

保護者の皆様には、本校で実施している協同学習について、ぜひ知っておいてもら

いたいと思います。教え合い学習や班学習はどこの学校でも行っています。もちろん

協同学習においても、教え合い学習や班学習の場面はよくあります。では、協同学習

と普通の教え合い学習はどこが違っているのでしょうか。それは、その教え合い学習

の根底に「みんなで勉強をわかるようになろう」「自分の頑張り（学び）が仲間の役

に立ち、仲間の頑張り（学び）が自分の役に立つという考え方のもと、クラス全員が

共通の目標に向かって学習する」という協同学習の精神がいきているかどうかという

違いです。この「みんなで」という精神が育っている学級・学年では、様々な活動に

おいて、互いを思いやり、協力し合う雰囲気ができています。そんなクラスは、私立

入試の時には学級全員で私立第一志望の生徒のために勉強しやすい雰囲気をつくり、

県立一般入試の時にはすでに志望校合格をきめた仲間たちが同じような雰囲気をつく

ってくれるのです。我々教師は、この協同学習の精神を生徒に何度も何度も話をする

とともに、自然と生徒にそんな関係ができるよう授業を工夫しているのです。この精

神が本当に定着すると、授業以外においてもクラス

の中で困っている人を放っておかない学級ができあ

がります。それは、生徒全員にとってプラスになる

ことです。保護者の皆様の学生時代に行事の時など

に育んでいた協同の精神を、授業においても育成し

ていこうというのが協同学習だと考えてください。

（注）ちなみに協同学習の本には、「学級のメンバ

ー全員のさらなる成長を追求することが大事なこと

だと、全員が思って学習すること」「生徒たちが自

分の学習と互いの学習を最大限に高

めようとして一緒に取り組むこと」 ホームページで日々の学校生活の様

と書いてありました。 子を紹介しています。

https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/

県総体中部地区予選の結果③
＜陸上男子＞
１年１００ m ２位
１年１５００ｍ １位
２００ m ３位

＜陸上女子＞
走高跳 ３位

陸上は全種目県総体に出場すること
ができます。県総体でも頑張ってくだ
さい。


